「教員養成教育認定評価」に関するニーズ調査
	調査へのご協力のお願い
（１）東京学芸大学教員養成評価開発研究プロジェクト（2014～2016年度）では，教職課程の質保証の重要性が指摘される状況下で，各教員養成機関それぞれの主体性に基づく内部質保証を軸とした評価システムを調査研究してきた前身のプロジェクト（2010～2013年度）の成果を踏まえ，「教員養成教育認定評価」を多くの国公私立大学や教育委員会・学校関係者等のご協力を得て実施し，10前後の国私立大学に評価を受けていただくことにより，その基準や運用について検証を行っています。
詳しくは，別添参考資料及び本プロジェクトのホームページ（http://www.u-gakugei.ac.jp/~jastepro/html/，あるいは東京学芸大学ホームページ→研究活動→活動・プロジェクト一覧→教員養成評価開発研究プロジェクト）をご参照下さい）。
大学における教員養成教育の多様性を尊重しつつ，大学の枠を超えて学士課程段階の教員養成教育全体の質的向上に資することを目指している「教員養成教育認定評価」を今後さらに広めるための方策を現在検討中であり，貴学（学部）のご意見をぜひお聞きしたく，ご協力をお願いします。
（２）2016年10月31日（月）までに郵便もしくは電子メールにてご返送下さい。なお本調査票は下記サイトからダウンロードできます。
http://www.u-gakugei.ac.jp/~jastepro/html/
（３）ご回答に関する確認のために，こちらからご連絡を差し上げる場合がございます。お手数ですが，ご回答頂いた方のお名前（教員・事務職員）や，ご連絡先等を下記にてお知らせ下さい。

大学名：







学部名：










所在地：〒


















回答者のお名前：














ご所属・職  名：














電話番号：




    E-Mail：












※上と異なる場合のみ，下記にご記入願います。

連絡担当者のお名前：













ご所属・職  名：














電話番号：




    E-Mail：










【回答送付先･照会先】　　
東京学芸大学総務部広報企画課
教員養成評価開発研究プロジェクト担当  （山本・大町）

〒184-8501  東京都小金井市貫井北町4-1-1

電話番号 042-329-7913　　E-Mail：jastepro@u-gakugei.ac.jp


【Ⅰ】貴学（学部）における教員養成教育の質保証の取組等についてお尋ねします
中央教育審議会等の政策審議の場では，教職課程の水準の維持・向上（質保証）のため，教職課程実地視察体制の整備・充実や教職課程における自己点検・評価の実施を制度化することなどを打ち出しています。あわせて，教職課程の第三者評価への期待も述べられています。
（１）以下に挙げた質保証の仕組みや手法に関し，(1)教員養成教育の質保証に資するか否か，その有効性を判定して下さい，また(2)貴学（学部）で10年以内に実施したかどうかをお答え下さい。
［有効性］
  １：有効ではない   ２：あまり有効とは言えない   ３：どちらとも言えない   ４：概ね有効である   ５：有効である
［貴学部での実施の有無］
  ない：当該評価を受けたことがない，あるいは当該取組を実施したことがない
ある：当該評価を受けたことがある，あるいは当該取組を実施したことがある
	
	［有効性］
	［実施の有無］

	
	ない--------ある
	ない---ある

	①課程認定委員会による課程認定実地視察…………………………………………
	１…２…３…４…５
	ない……ある

	②機関別認証評価機関による機関別認証評価………………………………………
	１…２…３…４…５
	ない……ある

	③機関別認証評価機関以外の第三者機関による大学全体を対象とした評価……
	１…２…３…４…５
	ない……ある

	④第三者機関による教員養成教育に特化した評価…………………………………
	１…２…３…４…５
	ない……ある

	⑤貴学全体で行う自己点検・評価……………………………………………………
	１…２…３…４…５
	ない……ある

	⑥貴学の教員養成教育に特化した自己点検・評価…………………………………
	１…２…３…４…５
	ない……ある

	⑦貴学全体で行う内部質保証のための取組（3つのポリシーの設定やFDなど）…
	１…２…３…４…５
	ない……ある

	⑧貴学の教員養成教育に特化した内部質保証のための取組（全学的な教職課程運営組織の設置や，理論と実践の往還を目指したカリキュラムなど）………
	１…２…３…４…５
	ない……ある


（２）上記に挙げた①〜⑧以外に，教員養成教育の水準の維持・向上のための質保証の仕組みとして適当と思われるものがありましたら，お書き下さい。
【Ⅱ】教員養成教育認定評価についてご意見を伺います
（１）教員養成教育認定評価の取組をご存知でしたか。あてはまる数字を選び，○を付して下さい（複数回答可）。
１．（貴学部が）評価の実施に協力した
２．（ご回答者あるいは貴学（学部）関係者が）調査研究に協力した
３．（ご回答者あるいは貴学（学部）関係者が）フォーラムや公開研究会に参加した
４．聞いたことはある
５．知らなかった 
６．その他（
















）
（２）教員養成教育認定評価の特徴として挙げられている内容は，教員養成教育の質的向上の方策としてふさわしいかどうか，その妥当性を判定し，あてはまる数字をひとつ選び，○を付して下さい。

  １：妥当ではない   ２：あまり妥当とは言えない   ３：どちらとも言えない   ４：概ね妥当である   ５：妥当である
①教員養成教育に特化した評価の仕組みであること………………………
１---２---３---４---５
②内部質保証の妥当性の担保を重視していること…………………………
１---２---３---４---５
③教員養成機関が評価を受けるかどうかは任意であること………………
１---２---３---４---５
④ピアレビューを中心とする相互に学び合うコミュニティの
構築を目指していること……………………………………………………
１---２---３---４---５
⑤日本の教員養成教育の開放制原則を前提とする国公私立に
開かれた仕組みを目指していること………………………………………
１---２---３---４---５
⑥教員養成教育を総合的に評価する基準を用いていること……………… １---２---３---４---５
⑦ピア＋ステイクホルダーから構成される全国組織が実施主
体になること…………………………………………………………………
１---２---３---４---５
　⑧「認定」を得た場合は公表され，「認定」を得られなかっ
た場合の情報は一切公表されないこと……………………………………
１---２---３---４---５
（３）上記の①〜⑧以外に教員養成教育の質的向上を図るための評価の在り方として，ふさわしい特徴のイメージがあれば，具体的にお書き下さい。
（４）（１）で「４．聞いたことはある」あるいは「５．知らなかった」をお選びになった方にお尋ねします。
教員養成教育認定評価の取組に関しての現時点でのお考えに近い内容を，下記の中から選び，○を付して下さい。
１．関心がある
２．やや関心がある
３．あまり関心がない
４．関心がない
（５）貴学部では，どのような目的で教員養成教育認定評価を活用することが考えられますか。あてはまる数字を選び，○を付して下さい（複数回答可）。
１．貴学部の教員養成教育のカリキュラムを見直す契機とするため
２．教員養成教育に関わる貴学部の教職員の意識改革のため
３．貴学部の教員養成教育を他大学と比較して長所，特徴や改善点を明らかにするため
４．貴学部の教員養成教育の自己点検・評価を行い，その水準向上を図るため

５．貴学部の教員養成教育が全国的な評価団体により認定されたことを対外的に示すため
６．貴学部の教員養成教育が全国的な評価団体により認定されたことを受験生にアピールするため

７．現時点では活用のイメージはわかないが，詳しい内容が分かれば活用を検討してみたい

８．現時点では活用のイメージがわかないし，活用を検討するつもりもない
９．その他（

















）
（６）（５）で「８．」以外の回答をお選びになった方にお尋ねします。
教員養成教育認定評価を受ける場合の費用について，貴学（学部）がご負担可能な費用の上限について，以下の中からあてはまる数字をひとつ選び, ○を付して下さい。
１．350万円以上
２．300万円以上～350万円未満
３．200万円以上～300万円未満
４．100万円以上～200万円未満
５．50万円以上～100万円未満
６．50万円未満
７．その他（










）
【Ⅲ】貴学部における教員養成の全般についてお尋ねします
（１）教職課程を初めて設置した年度について，あてはまる数字を選び，○を付して下さい。
１．2000年より前　　　２．2000年～2004年　　　３．2005年～2009年
４．2010年～2014年　　５．2015年以降
（２） 一学年あたりの学生定員（        ）名
（３）課程認定を受けている免許状（一種）  ※複数回答可。教科が複数ある場合は全て記入して下さい。教科名多数の場合，「添付資料の通り」と記入の上，教科名のわかる資料を添付して頂けると幸いです。


１．幼稚園教諭


２．小学校教諭


３．中学校教諭
（教科名：













）


４．高等学校教諭（教科名：













）


５．特別支援学校教諭（領域名：












）


６．養護教諭


７．栄養教諭
（４）貴学部の卒業要件と教員免許状取得との関係について，最も良くあてはまるものをひとつ選んで下さい。なお，貴学部内の複数の学科等で状況が異なる場合は「３」を選び，その詳細を記述してください。


１．原則として，教員免許状取得が卒業要件となっている


２．教員免許状取得は卒業要件とはなっていない


３．その他
（５）貴学部の2015年度卒業生の教員採用実績を教えて下さい。


教職に就いた者の数


（         名）※正規採用＋臨時的任用の合計数


   うち，正規採用者数
　　
（         名）


   うち，臨時的任用者数

（         名）
調査は以上です。ご協力頂き，ありがとうございました。
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